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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月31日(2016.3.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　スーパーフレームの第１のトランザクションスロット中でアップリンクフレームをア
クセスポイントに送信することと、
　　前記スーパーフレームの前記第１のトランザクションスロット中で前記アクセスポイ
ントからダウンリンクフレームを受信することと
　を行うように構成されたトランシーバと、
　　ここにおいて、前記アップリンクフレームのうちの１つまたは複数および前記ダウン
リンクフレームのうちの１つまたは複数が、それぞれ、前記ダウンリンクフレームの肯定
応答を送信すること、または前記アップリンクフレームの肯定応答を受信することのため
に必要とされる時間を超える送信時間を確保する過剰割振りされたネットワーク割振りベ
クトル（ＮＡＶ）に関連する、
　　過剰割振りされたアップリンクＮＡＶをもつ第１のアップリンクフレームを前記アク
セスポイントに送信することを前記トランシーバに行わせることと、
　　前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレームに肯定応答する場合、前記
第１のアップリンクフレームの開始に一致する、前記スーパーフレームの開始時間を確立
することと、
　　前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレームに肯定応答した後に、前記
アクセスポイントから受信されたバースト中の２つまたはそれ以上のダウンリンクフレー
ムからデータを抽出することと、ここにおいて、前記２つまたはそれ以上のダウンリンク
フレームが、過剰割振りされたダウンリンクＮＡＶ関連する、
　を行うように構成された処理システムとを備え、
　ここにおいて、前記トランシーバが、前記過剰割振りされたダウンリンクＮＡＶを無視
するように構成された、アクセス端末。
【請求項２】
　前記アクセスポイントが、前記過剰割振りされたアップリンクＮＡＶを無視するように
構成された、請求項１に記載のアクセス端末。
【請求項３】
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　前記処理システムが、前記第１のトランザクションスロットの後に、前記スーパーフレ
ームの終了まで、前記トランシーバの電源を切断するように構成された、請求項１に記載
のアクセス端末。
【請求項４】
　前記トランシーバが、次のスーパーフレームの第１のトランザクションスロット中に少
なくとも１つのアップリンクフレームを送信する、請求項３に記載のアクセス端末。
【請求項５】
　前記処理システムは、前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレームの受信
に肯定応答しない場合、あらかじめ定義された最小遅延の後に、前記過剰割振りされたア
ップリンクＮＡＶ実行するをもつ前記第１のアップリンクフレームを前記アクセスポイン
トに再送信することを前記トランシーバに繰り返し行わせるように構成された、請求項１
に記載のアクセス端末。
【請求項６】
　前記処理システムは、前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレームの受信
に肯定応答しない場合、競合を通して前記スーパーフレームの前記開始時間を確立するよ
うに構成された、請求項１に記載のアクセス端末。
【請求項７】
　前記トランシーバが、前記アクセスポイントから前記ダウンリンクフレームを受信した
後に前記第１のトランザクションスロット中で前記アクセスポイントにアップリンクフレ
ームのバーストを送信するように構成された、請求項１に記載のアクセス端末。
【請求項８】
　過剰割振りされていないＮＡＶをもつアップリンクフレームの前記バーストが、前記ア
クセスポイントに送信される、請求項７に記載のアクセス端末。
【請求項９】
　少なくとも１つの過剰割振りされたＮＡＶが、少なくとも１つのフレーム持続時間だけ
、前記ダウンリンクフレームの肯定応答を送信すること、または前記アップリンクフレー
ムの肯定応答を受信することのために必要とされる時間を超える、請求項１に記載のアク
セス端末。
【請求項１０】
　前記アクセスポイントが複数のアクセス端末をサービスし、ここにおいて、前記複数の
アクセス端末の各々が前記スーパーフレームの異なる開始時間を認識する、請求項１に記
載のアクセス端末。
【請求項１１】
　スーパーフレームの第１のトランザクションスロット中で第１のアップリンクフレーム
をアクセスポイントに送信することと、前記第１のアップリンクフレームが過剰割振りさ
れたアップリンクネットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ）を含む、
　前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレームに肯定応答する場合、前記第
１のアップリンクフレームの開始に一致する、前記スーパーフレームの開始時間を確立す
ることと、
　前記スーパーフレームの前記第１のトランザクションスロット中で前記アクセスポイン
トからダウンリンクフレームのバーストを受信することと、ここにおいて、ダウンリンク
フレームの前記バーストが、ダウンリンクフレームの前記バーストとダウンリンクフレー
ムの前記バーストの肯定応答とを送信するために必要とされる時間を超える時間を確保す
る過剰割振りされたダウンリンクＮＡＶに関連する、
　アップリンクフレームのバーストを前記アクセスポイントに送信することと、アップリ
ンクフレームの前記バーストの送信が、前記過剰割振りされたダウンリンクＮＡＶによっ
て確保された前記時間内に、およびダウンリンクフレームの前記バーストを受信すること
の後に開始する、を備える、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項１２】
　前記アクセスポイントが、前記過剰割振りされたアップリンクＮＡＶを無視するように
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構成された、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１のトランザクションスロットの終了後に電源切断モードに入ることと、
　前記スーパーフレームが終了してから前記電源切断モードを出ることとをさらに備える
、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　次のスーパーフレームの第１のトランザクションスロット中に少なくとも１つのアップ
リンクフレームを送信することをさらに備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１のアップリンクフレームの肯定応答が受信されず、
　所定のバックオフ期間の間待つことと、
　前記過剰割振りされたアップリンクＮＡＶをもつ前記第１のアップリンクフレームを前
記アクセスポイントに再送信することと、
　前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレームに肯定応答したかどうかを決
定することと、
　前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレームに肯定応答しなかったと決定
された場合、前記待つステップと、前記再送信するステップと、前記決定するステップと
を繰り返すこととをさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　過剰割振りされていないＮＡＶをもつアップリンクフレームの前記バーストが、前記ア
クセスポイントに送信される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記過剰割振りされたアップリンクＮＡＶが、少なくとも１つのフレーム持続時間だけ
、アップリンクフレームの前記バーストの肯定応答を受信するために必要とされる時間を
超える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記過剰割振りされたダウンリンクＮＡＶによって確保された前記時間が、ダウンリン
クフレームの前記バーストの肯定応答と少なくとも１つの他のフレームとを送信するため
に必要とされる時間を超える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１９】
　スーパーフレームの第１のトランザクションスロット中で第１のアップリンクフレーム
をアクセスポイントに送信するための手段と、前記第１のアップリンクフレームが過剰割
振りされたアップリンクネットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ）を含む、
　前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレームに肯定応答する場合、前記第
１のアップリンクフレームの開始に一致する、前記スーパーフレームの開始時間を確立す
るための手段と、
　前記スーパーフレームの前記第１のトランザクションスロット中で前記アクセスポイン
トからダウンリンクフレームのバーストを受信するための手段と、ここにおいて、ダウン
リンクフレームの前記バーストが、ダウンリンクフレームの前記バーストとダウンリンク
フレームの前記バーストの肯定応答とを送信するために必要とされる時間を超える時間を
確保する過剰割振りされたダウンリンクＮＡＶに関連する、
　ダウンリンクフレームの前記バーストを受信することの後に、前記過剰割振りされたダ
ウンリンクＮＡＶによって確保された前記時間内に、アップリンクフレームのバーストを
前記アクセスポイントに送信するための手段とを備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２０】
　前記アクセスポイントが、前記過剰割振りされたアップリンクＮＡＶを無視するように
構成された、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　送信するための前記手段が、前記第１のトランザクションスロットの後に、前記スーパ
ーフレームの終了まで、電源を切断するように構成された、請求項１９に記載の装置。
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【請求項２２】
　送信するための前記手段が、次のスーパーフレームの第１のトランザクションスロット
中に少なくとも１つのアップリンクフレームを送信する、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　送信するための前記手段は、前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレーム
の受信に肯定応答しない場合、あらかじめ定義された最小遅延の後に、前記過剰割振りさ
れたアップリンクＮＡＶ実行するをもつ前記第１のアップリンクフレームを前記アクセス
ポイントに繰り返し再送信するように構成された、請求項１９に記載の装置。
【請求項２４】
　前記スーパーフレームの前記開始時間は、前記アクセスポイントが前記第１のアップリ
ンクフレームの受信に肯定応答しない場合、競合を通して確立される、請求項１９に記載
の装置。
【請求項２５】
　送信するための前記手段が、前記アクセスポイントから前記ダウンリンクフレームを受
信した後に前記第１のトランザクションスロット中で前記アクセスポイントにアップリン
クフレームのバーストを送信するように構成された、請求項１９に記載の装置。
【請求項２６】
　過剰割振りされていないＮＡＶをもつアップリンクフレームの前記バーストが、前記ア
クセスポイントに送信される、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　少なくとも１つの過剰割振りされたＮＡＶが、少なくとも１つのフレーム持続時間だけ
、前記ダウンリンクフレームの肯定応答を送信すること、または前記アップリンクフレー
ムの肯定応答を受信することのために必要とされる時間を超える、請求項１９に記載の装
置。
【請求項２８】
　前記アクセスポイントが複数のアクセス端末をサービスし、ここにおいて、前記複数の
アクセス端末の各々が前記スーパーフレームの異なる開始時間を認識する、請求項１９に
記載の装置。
【請求項２９】
　　スーパーフレームの第１のトランザクションスロット中で第１のアップリンクフレー
ムをアクセスポイントに送信することと、前記第１のアップリンクフレームが過剰割振り
されたアップリンクネットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ）を含む、
　　前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレームに肯定応答する場合、前記
第１のアップリンクフレームの開始に一致する、前記スーパーフレームの開始時間を確立
することと、
　　前記スーパーフレームの前記第１のトランザクションスロット中で前記アクセスポイ
ントからダウンリンクフレームのバーストを受信することと、ここにおいて、ダウンリン
クフレームの前記バーストが、ダウンリンクフレームの前記バーストとダウンリンクフレ
ームの前記バーストの肯定応答とを送信するために必要とされる時間を超える時間を確保
する過剰割振りされたダウンリンクＮＡＶに関連する、
　　ダウンリンクフレームの前記バーストを受信することの後に、前記過剰割振りされた
ダウンリンクＮＡＶによって確保された前記時間内に、アップリンクフレームのバースト
を前記アクセスポイントに送信することと
　を行うためのコードを備える非一時的なコンピュータ可読媒体を備える、コンピュータ
プログラム製品。
【請求項３０】
　前記アクセスポイントが、前記過剰割振りされたアップリンクＮＡＶを無視するように
構成された、請求項２９に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項３１】
　前記第１のトランザクションスロットの終了後に電源切断モードに入ることと、
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　前記スーパーフレームが終了してから前記電源切断モードを出ることとをさらに備える
、請求項２９に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項３２】
　次のスーパーフレームの第１のトランザクションスロット中に少なくとも１つのアップ
リンクフレームを送信することをさらに備える、請求項３１に記載のコンピュータプログ
ラム製品。
【請求項３３】
　前記第１のアップリンクフレームの肯定応答が受信されず、
　所定のバックオフ期間の間待つことと、
　前記過剰割振りされたアップリンクＮＡＶをもつ前記第１のアップリンクフレームを前
記アクセスポイントに再送信することと、
　前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレームに肯定応答したかどうかを決
定することと、
　前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレームに肯定応答しなかったと決定
された場合、前記待つステップと、前記再送信するステップと、前記決定するステップと
を繰り返すこととをさらに備える、請求項２９に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項３４】
　過剰割振りされていないＮＡＶをもつアップリンクフレームの前記バーストが、前記ア
クセスポイントに送信される、請求項２９に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項３５】
　前記過剰割振りされたアップリンクＮＡＶが、少なくとも１つのフレーム持続時間だけ
、アップリンクフレームの前記バーストの肯定応答を受信するために必要とされる時間を
超える、請求項２９に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項３６】
　前記過剰割振りされたダウンリンクＮＡＶによって確保された前記時間が、ダウンリン
クフレームの前記バーストの肯定応答と少なくとも１つの他のフレームとを送信するため
に必要とされる時間を超える、請求項２９に記載のコンピュータプログラム製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　[0092]さらなる開示が付録中に含まれる。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　　スーパーフレームの第１のトランザクションスロット中でアップリンクフレームをア
クセスポイントに送信することと、
　　前記スーパーフレームの前記第１のトランザクションスロット中で前記アクセスポイ
ントからダウンリンクフレームを受信することと
　を行うように構成されたトランシーバと、
　　ここにおいて、前記アップリンクフレームのうちの１つまたは複数および前記ダウン
リンクフレームのうちの１つまたは複数が、それぞれ、ダウンリンクフレームの肯定応答
を送信すること、または前記アップリンクフレームの肯定応答を受信することのために必
要とされる時間を超える送信時間を確保する過剰割振りされたネットワーク割振りベクト
ル（ＮＡＶ）に関連する、
　　過剰割振りされたアップリンクＮＡＶをもつ第１のアップリンクフレームを前記アク
セスポイントに送信することを前記トランシーバに行わせることと、
　　前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレームに肯定応答する場合、前記
第１のアップリンクフレームの開始に一致する、前記スーパーフレームの開始時間を確立
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することと、
　　前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレームに肯定応答した後に、前記
アクセスポイントから受信されたバースト中の２つまたはそれ以上のダウンリンクフレー
ムからデータを抽出することと、ここにおいて、前記２つまたはそれ以上のダウンリンク
フレームが、過剰割振りされたダウンリンクＮＡＶ関連する、
　を行うように構成された処理システムとを備え、
　ここにおいて、前記トランシーバが、前記過剰割振りされたダウンリンクＮＡＶを無視
するように構成された、アクセス端末。
［Ｃ２］
　前記アクセスポイントが、前記過剰割振りされたアップリンクＮＡＶを無視するように
構成された、Ｃ１に記載のアクセス端末。
［Ｃ３］
　前記処理システムが、前記第１のトランザクションスロットの後に、前記スーパーフレ
ームの終了まで、前記トランシーバの電源を切断するように構成された、Ｃ１に記載のア
クセス端末。
［Ｃ４］
　前記トランシーバが、次のスーパーフレームの第１のトランザクションスロット中に少
なくとも１つのアップリンクフレームを送信する、Ｃ３に記載のアクセス端末。
［Ｃ５］
　前記処理システムは、前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレームの受信
に肯定応答しない場合、あらかじめ定義された最小遅延の後に、前記過剰割振りされたア
ップリンクＮＡＶ実行するをもつ前記第１のアップリンクフレームを前記アクセスポイン
トに再送信することを前記トランシーバに繰り返し行わせるように構成された、Ｃ１に記
載のアクセス端末。
［Ｃ６］
　前記処理システムは、前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレームの受信
に肯定応答しない場合、競合を通して前記スーパーフレームの前記開始時間を確立するよ
うに構成された、Ｃ１に記載のアクセス端末。
［Ｃ７］
　前記トランシーバが、前記アクセスポイントから前記ダウンリンクフレームを受信した
後に前記第１のトランザクションスロット中で前記アクセスポイントにアップリンクフレ
ームのバーストを送信するように構成された、Ｃ１に記載のアクセス端末。
［Ｃ８］
　過剰割振りされていないＮＡＶをもつアップリンクフレームの前記バーストが、前記ア
クセスポイントに送信される、Ｃ７に記載のアクセス端末。
［Ｃ９］
　少なくとも１つの過剰割振りされたＮＡＶが、少なくとも１つのフレーム持続時間だけ
、前記ダウンリンクフレームの肯定応答を送信すること、または前記アップリンクフレー
ムの肯定応答を受信することのために必要とされる時間を超える、Ｃ１に記載のアクセス
端末。
［Ｃ１０］
　前記アクセスポイントが複数のアクセス端末をサービスし、ここにおいて、前記複数の
アクセス端末の各々が前記スーパーフレームの異なる開始時間を認識する、Ｃ１に記載の
アクセス端末。
［Ｃ１１］
　スーパーフレームの第１のトランザクションスロット中で第１のアップリンクフレーム
をアクセスポイントに送信することと、前記第１のアップリンクフレームが過剰割振りさ
れたアップリンクネットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ）を含む、
　前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレームに肯定応答する場合、前記第
１のアップリンクフレームの開始に一致する、前記スーパーフレームの開始時間を確立す
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ることと、
　前記スーパーフレームの前記第１のトランザクションスロット中で前記アクセスポイン
トからダウンリンクフレームのバーストを受信することと、ここにおいて、ダウンリンク
フレームの前記バーストが、ダウンリンクフレームの前記バーストとダウンリンクフレー
ムの前記バーストの肯定応答とを送信するために必要とされる時間を超える時間を確保す
る過剰割振りされたダウンリンクＮＡＶに関連する、
　アップリンクフレームのバーストを前記アクセスポイントに送信することと、アップリ
ンクフレームの前記バーストの送信が、前記過剰割振りされたダウンリンクＮＡＶによっ
て確保された前記時間内に、およびダウンリンクフレームの前記バーストを受信すること
の後に開始する、を備える、ワイヤレス通信のための方法。
［Ｃ１２］
　前記アクセスポイントが、前記過剰割振りされたアップリンクＮＡＶを無視するように
構成された、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記第１のトランザクションスロットの終了後に電源切断モードに入ることと、
　前記スーパーフレームが終了してから前記電源切断モードを出ることとをさらに備える
、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　次のスーパーフレームの第１のトランザクションスロット中に少なくとも１つのアップ
リンクフレームを送信することをさらに備える、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記第１のアップリンクフレームの肯定応答が受信されず、
　所定のバックオフ期間の間待つことと、
　前記過剰割振りされたアップリンクＮＡＶをもつ前記第１のアップリンクフレームを前
記アクセスポイントに再送信することと、
　前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレームに肯定応答したかどうかを決
定することと、
　前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレームに肯定応答しなかったと決定
された場合、前記待つステップと、前記再送信するステップと、前記決定するステップと
を繰り返すこととをさらに備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１６］
　過剰割振りされていないＮＡＶをもつアップリンクフレームの前記バーストが、前記ア
クセスポイントに送信される、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記過剰割振りされたアップリンクＮＡＶが、少なくとも１つのフレーム持続時間だけ
、アップリンクフレームの前記バーストの肯定応答を受信するために必要とされる時間を
超える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記過剰割振りされたダウンリンクＮＡＶによって確保された前記時間が、ダウンリン
クフレームの前記バーストの肯定応答と少なくとも１つの他のフレームとを送信するため
に必要とされる時間を超える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１９］
　スーパーフレームの第１のトランザクションスロット中で第１のアップリンクフレーム
をアクセスポイントに送信するための手段と、前記第１のアップリンクフレームが過剰割
振りされたアップリンクネットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ）を含む、
　前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレームに肯定応答する場合、前記第
１のアップリンクフレームの開始に一致する、前記スーパーフレームの開始時間を確立す
るための手段と、
　前記スーパーフレームの前記第１のトランザクションスロット中で前記アクセスポイン
トからダウンリンクフレームのバーストを受信するための手段と、ここにおいて、ダウン
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リンクフレームの前記バーストが、ダウンリンクフレームの前記バーストとダウンリンク
フレームの前記バーストの肯定応答とを送信するために必要とされる時間を超える時間を
確保する過剰割振りされたダウンリンクＮＡＶに関連する、
　ダウンリンクフレームの前記バーストを受信することの後に、前記過剰割振りされたダ
ウンリンクＮＡＶによって確保された前記時間内に、アップリンクフレームのバーストを
前記アクセスポイントに送信するための手段とを備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ２０］
　前記アクセスポイントが、前記過剰割振りされたアップリンクＮＡＶを無視するように
構成された、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　送信するための前記手段が、前記第１のトランザクションスロットの後に、前記スーパ
ーフレームの終了まで、電源を切断するように構成された、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２２］
　送信するための前記手段が、次のスーパーフレームの第１のトランザクションスロット
中に少なくとも１つのアップリンクフレームを送信する、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　送信するための前記手段は、前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレーム
の受信に肯定応答しない場合、あらかじめ定義された最小遅延の後に、前記過剰割振りさ
れたアップリンクＮＡＶ実行するをもつ前記第１のアップリンクフレームを前記アクセス
ポイントに繰り返し再送信するように構成された、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記スーパーフレームの前記開始時間は、前記アクセスポイントが前記第１のアップリ
ンクフレームの受信に肯定応答しない場合、競合を通して確立される、Ｃ１９に記載の装
置。
［Ｃ２５］
　送信するための前記手段が、前記アクセスポイントから前記ダウンリンクフレームを受
信した後に前記第１のトランザクションスロット中で前記アクセスポイントにアップリン
クフレームのバーストを送信するように構成された、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２６］
　過剰割振りされていないＮＡＶをもつアップリンクフレームの前記バーストが、前記ア
クセスポイントに送信される、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］
　少なくとも１つの過剰割振りされたＮＡＶが、少なくとも１つのフレーム持続時間だけ
、前記ダウンリンクフレームの肯定応答を送信すること、または前記アップリンクフレー
ムの肯定応答を受信することのために必要とされる時間を超える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記アクセスポイントが複数のアクセス端末をサービスし、ここにおいて、前記複数の
アクセス端末の各々が前記スーパーフレームの異なる開始時間を認識する、Ｃ１９に記載
の装置。
［Ｃ２９］
　　スーパーフレームの第１のトランザクションスロット中で第１のアップリンクフレー
ムをアクセスポイントに送信することと、前記第１のアップリンクフレームが過剰割振り
されたアップリンクネットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ）を含む、
　　前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレームに肯定応答する場合、前記
第１のアップリンクフレームの開始に一致する、前記スーパーフレームの開始時間を確立
することと、
　　前記スーパーフレームの前記第１のトランザクションスロット中で前記アクセスポイ
ントからダウンリンクフレームのバーストを受信することと、ここにおいて、ダウンリン
クフレームの前記バーストが、ダウンリンクフレームの前記バーストとダウンリンクフレ
ームの前記バーストの肯定応答とを送信するために必要とされる時間を超える時間を確保
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する過剰割振りされたダウンリンクＮＡＶに関連する、
　　ダウンリンクフレームの前記バーストを受信することの後に、前記過剰割振りされた
ダウンリンクＮＡＶによって確保された前記時間内に、アップリンクフレームのバースト
を前記アクセスポイントに送信することと
　を行うためのコードを備えるコンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム
製品。
［Ｃ３０］
　前記アクセスポイントが、前記過剰割振りされたアップリンクＮＡＶを無視するように
構成された、Ｃ１１に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３１］
　前記第１のトランザクションスロットの終了後に電源切断モードに入ることと、
　前記スーパーフレームが終了してから前記電源切断モードを出ることとをさらに備える
、Ｃ２９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３２］
　次のスーパーフレームの第１のトランザクションスロット中に少なくとも１つのアップ
リンクフレームを送信することをさらに備える、Ｃ３１に記載のコンピュータプログラム
製品。
［Ｃ３３］
　前記第１のアップリンクフレームの肯定応答が受信されず、
　所定のバックオフ期間の間待つことと、
　前記過剰割振りされたアップリンクＮＡＶをもつ前記第１のアップリンクフレームを前
記アクセスポイントに再送信することと、
　前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレームに肯定応答したかどうかを決
定することと、
　前記アクセスポイントが前記第１のアップリンクフレームに肯定応答しなかったと決定
された場合、前記待つステップと、前記再送信するステップと、前記決定するステップと
を繰り返すこととをさらに備える、Ｃ２９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３４］
　過剰割振りされていないＮＡＶをもつアップリンクフレームの前記バーストが、前記ア
クセスポイントに送信される、Ｃ２９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３５］
　前記過剰割振りされたアップリンクＮＡＶが、少なくとも１つのフレーム持続時間だけ
、アップリンクフレームの前記バーストの肯定応答を受信するために必要とされる時間を
超える、Ｃ２９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３６］
　前記過剰割振りされたダウンリンクＮＡＶによって確保された前記時間が、ダウンリン
クフレームの前記バーストの肯定応答と少なくとも１つの他のフレームとを送信するため
に必要とされる時間を超える、Ｃ２９に記載のコンピュータプログラム製品。
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